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【議会からのお知らせ】
議会報告会を開催しました！

【きらきら・部活い～よ⑩】
港南中学校　技術部

【特集】新年度予算を可決しました！
職員人件費等増に伴う予算規模拡大！

【常任委員会報告】プレミアム付商品券発行業務
プレミアム付商品券の販売方法は？
　　　 ８人が市政を問う

３月定例会
２

４

６

15

16

いよ 令和６年
議会だより

春号

一般質問

技術で世界へはばたけ！！
（港南中学校技術部 ３月11日）※最終ページに関連記事を掲載



自立支援給付等事業・子ども医療費助成事業・自立支援給付等事業・子ども医療費助成事業・
ふるさと納税事業に伴う予算規模拡大！ふるさと納税事業に伴う予算規模拡大！

JR南伊予駅前ふれあい広場整備工事 1億3,161万円

伊予消防等事務組合負担金    6億9,276万円伊予消防等事務組合負担金    6億9,276万円

郡中小学校23教室棟アスベスト除去工事 608万円
中山小学校長寿命化改良工事中山小学校長寿命化改良工事  1億4,311万円  1億4,311万円

ごみ収集運搬処理等業務委託料等ごみ収集運搬処理等業務委託料等 4億3,492万円 4億3,492万円
伊予地区ごみ処理施設管理組合負担金伊予地区ごみ処理施設管理組合負担金 2億5,441万円 2億5,441万円

ふ る さ と 納 税 事 業 費　　　  1億30万円ふ る さ と 納 税 事 業 費　　　  1億30万円
超高速ブロードバンド整備事業 3億500万円
人件費（特別職・一般職・会計年度任用職員）人件費（特別職・一般職・会計年度任用職員） 33億3,628万円 33億3,628万円

子ども医療費助成事業　　　 1億8,540万円子ども医療費助成事業　　　 1億8,540万円

障害児通所給付事業・自立支援給付費障害児通所給付事業・自立支援給付費 14億1,812万円 14億1,812万円

放課後児童健全育成事業 　　　  9,621万円放課後児童健全育成事業 　　　  9,621万円

継

新

新

増

増

増
増

増

増

減
増

増

かわぐち委員

もりかわ
委員長

一般会計歳出予算 188億52万円

国保各納付金は3,092万円の増、後期高
齢者医療納付金は１億840万円の大幅増
となりました。また、農業集落排水特別
会計は下水道事業会計に統合されました。

人事院勧告の実施によ
り、人件費が約１憶
3,687万円の大幅増と
なりました。ぜひ、優
秀な人材確保と職員の
士気向上につなげてほ
しいと思います。

前年度比1.7％増
（約３億円）

特別会計  96億8,853万円
公営企業会計  29億9,127万円

特　別　会　計 公営企業会計
区分 国民健康

保険 介護保険 後期高齢者
医療

農業集落
排水

都市総合文化
施設運営事業

浄化槽
整備

伊予港
上屋

飲料水
供給施設

水道事業
会計

下水道
事業会計

予算額 44億
7,438万円

44億
5,192万円

6億
8,850万円 − 3,459万円 1,745万円 1,706万円 463万円 13億

4,646万円
16億

4,481万円
前年度
対比（％） △0.7 △4.0 18.9 △100.0 △9.4 △0.8 44.1 △14.9 △10.6 △4.2

※特別会計とは、特定の歳入・歳出を一般会計と区別して別個に予算編成、執行管理を行うための会計です。

（＋1.3％）

（＋531.5％）

（＋0.8％）

（△15.6％）

JR南伊予駅

中山小学校長寿命化改良工事

JR南伊予駅前ふれあい
広場建設予定地

（＋26.5％）

（＋37.3％）

（＋3.7％）

（＋14.3％）

（＋4.3％）

※カッコ内は前年度比

いよ議会だより　令和６年 春号 2



歳入（入ってくるお金） 歳出（使うお金）

市
の
力
で
得
た
お
金（
自
主
財
源
）

57
億
５
５
３
４
万
円（
30・６
％
）

国
や
県
か
ら
も
ら
っ
た
お
金（
依
存
財
源
）

１
３
０
億
４
５
１
８
万
円（
69・４
％
）

その他自主財源
15億4,306万円
（＋14.4％）

市　債

繰越金
６億円（±０％）

市　税
36億1,228万円
（△5.9％）

地方消費税交付金
８億円

（△10.9％）

14億7,670万円

県支出金
13億9,901万円
（△2.1％）

国庫支出金
24億9,162万円
（＋3.3％）

地方交付税
など

68億7,785万円
（＋6.1％）

（＋0.3％）

その他
1億8,375万円
（＋8.4％）

消防費
8億5,626万円
（＋3.1％）

商工費
4億6,541万円
（＋4.3％）
農林水産業費
7億3,741万円
（△10.9％）

教育費
16億106万円
（＋9.9％）
土木費

16億6,119万円
（△5.2％）

衛生費
16億3,397万円
（△9.0％）

公債費
18億3,891万円
（△1.2％）

総務費
27億8,505万円
（＋7.9％）

民生費
70億3,751万円
（＋4.1％）

まさおか委員

職員人件費・学校施設長寿命化改良事業・職員人件費・学校施設長寿命化改良事業・
高速ブロードバンド整備事業・高速ブロードバンド整備事業・

※カッコ内は前年度比

税収は定額減
税により減収
の見込みです。

民生費は、子ども医
療費助成事業（対象
年齢が15歳から18
歳まで拡大）、放課
後児童健全育成事業
（1クラブの新設と1
クラブの定員増）等
による増加です。

新年度予算を可決しました！3 月議会

人件費等の増加
に対応し、財政
調整基金繰入金
の増加

地方交付税は
増加（2.３％）

デジタル基盤
改革支援事業
等の増

地方債は各種
事業に充当す
るため、過疎
対策事業債等
の増加

松山圏域消防
指令センター
立ち上げ（3市2
町）による増

学校施設長寿
命化改良事業
費（郡中小学校、
中山小学校）の
増

南伊予地域活性
化事業費の増

人件費、住民情
報システム標準
化事業等の増

一般会計　188億52万円

かなざわ委員
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
販
売
方
法
は
？

対
面
方
式
で
販
売
す
る
予
定
で
あ
る

プレミアム付商品券イメージ
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常任委員会
審査報告

（３月11日～13日開催）

プレミアム付商品券
発 行 業 務

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
業
務  

問
以
前
、
同
様
の
事
業
を

実
施
し
た
際
、
す
ぐ
に

売
り
切
れ
て
、
市
民
の
需
要
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

経
緯
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

今
回
の
事
業
に
お
い
て
は
、
そ

の
対
策
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な

販
売
方
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
商
工
観
光
課

　
令
和
３
年
度
に
飲
食
を
対
象

と
し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
販
売
を
実
施
し
た
際
、
最
初

の
発
行
枚
数
が
少
な
か
っ
た
た

め
、す
ぐ
に
売
切
れ
た
こ
と
で
、

追
加
発
行
で
対
応
し
た
経
緯
が

あ
っ
た
。

　

今
回
の
事
業
に
お
い
て
は
、

前
回
と
比
較
し
て
も
、
か
な
り

多
く
の
発
行
枚
数
を
予
定
し
て

い
る
た
め
、
市
民
の
需
要
に
十

分
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

　
販
売
方
法
に
つ
い
て
は
、
検

討
を
重
ね
た
結
果
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
に
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
広
く
周
知
を
図

り
、
日
程
を
決
め
て
対
面
方
式

で
販
売
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
、
商
品
券
は
５
０
０
０

円
の
消
費
者
負
担
に
対
し
、

30
％（
１
５
０
０
円
分
）
の
プ

レ
ミ
ア
ム
を
上
乗
せ
し
た
、

６
５
０
０
円
分
の
冊
子
で
一
人

当
た
り
４
セ
ッ
ト
を
上
限
と
し

て
考
え
て
い
る
。

企
業
誘
致
促
進
奨
励
金

問
こ
の
奨
励
金
は
、
市
外

か
ら
の
企
業
誘
致
に
限

ら
ず
、
市
内
企
業
の
移
転
等
に

も
適
用
さ
れ
る
の
か
。

答
商
工
観
光
課

　

こ
の
奨
励
金
に
つ
い
て
は
、

条
件
に
合
致
し
て
い
れ
ば
、
市

内
の
移
転
に
限
ら
ず
、
新
規
、

増
設
に
も
適
用
可
能
で
あ
る
。

林
業
担
い
手
育
成
支
援
事

業
費
補
助
金

問
林
業
に
就
業
す
る
担
い

手
の
確
保
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
と
の

こ
と
だ
が
、
確
保
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
る
今
後
の
影

響
は
。

産
業
建
設
委
員
会
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の
要
請
を
行
っ
た
こ
と
で
、
記

念
品
贈
呈
な
ど
、
そ
れ
に
代
わ

る
取
組
に
対
し
補
助
を
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。

　
次
年
度
も
、
引
き
続
き
、
現

在
の
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
が
、
今
後
に
つ
い
て

は
、
各
区
長
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
、
敬
老
事
業
自
体
の

方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

延
長
保
育
事
業
補
助
金

問
共
働
き
世
帯
が
増
え
て

き
て
い
る
中
で
、
当
該

補
助
金
が
減
額
と
な
っ
た
要
因

は
。答

子
育
て
支
援
課

　
現
在
は
、
月
額
利
用
だ
け
で

な
く
、
ス
ポ
ッ
ト
利
用
と
い
う

必
要
な
と
き
だ
け
時
間
単
位
で

利
用
す
る
保
護
者
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
や
、
長
時
間
利
用
す

る
保
護
者
が
減
っ
て
き
て
い
る

こ
と
な
ど
が
要
因
で
は
な
い
か

と
認
識
し
て
い
る
。

答
農
林
水
産
課

　

市
内
林
業
の
現
状
と
し
て
、

高
齢
化
が
進
み
、
後
継
者
も
な

か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
確
か
に
将
来
的
に
不

安
な
面
は
否
め
な
い
た
め
、
今

後
も
引
き
続
き
、
新
規
の
担
い

手
確
保
に
対
す
る
啓
発
や
、
Ｐ

Ｒ
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
。

敬
老
会
実
施
事
業
費
補
助
金

問
次
年
度
以
降
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
が
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
団
体
や
広
報
区
の
み
補

助
す
る
予
定
な
の
か
。

答
長
寿
介
護
課

　
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
、
敬
老
会

を
実
施
す
る
団
体
や
広
報
区
に

対
し
て
補
助
を
行
う
事
業
で

あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
、
令
和
３
年
度
及
び
令
和
４

年
度
は
、
実
施
に
つ
い
て
自
粛

伊
予
市
議
会
議
員
及
び
伊
予

市
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙

公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例

問
選
挙
公
報
に
つ
い
て
、

新
聞
折
り
込
み
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

の
電
子
媒
体
を
利
用
し
て
の
周

知
を
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
第
５
条
第
１
項
の
条
文
に

謳う
た
っ
て
あ
る
と
お
り
、
ま
ず
は

郵
送
に
よ
る
全
戸
配
布
を
目
指

し
て
は
。

答
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

　
全
戸
配
布
す
る
た
め
に
郵
送

す
る
場
合
は
、
多
額
の
費
用
が

か
か
る
こ
と
、
ま
た
、
市
長
・

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
選
挙
期

日
が
７
日
間
と
い
う
短
期
間
で

あ
り
、
日
数
的
な
制
約
が
あ
る

こ
と
か
ら
難
し
い
。

伊
予
市
集
会
所
整
備
事
業

分
担
金
徴
収
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

総
務
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

問
今
回
、
こ
の
条
例
を
廃

止
し
て
、
地
元
主
体
の

建
設
に
移
行
す
る
新
し
い
補
助

制
度
を
計
画
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
上
限
１
５
０
０
万
円

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と

の
併
用
は
可
能
に
な
る
の
か
。

答
地
域
創
生
課

　
想
定
し
て
い
る
新
た
な
補
助

制
度
は
、
仮
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
が
採
択
さ
れ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
一
定
数
の
割
合

を
上
乗
せ
補
助
が
で
き
る
よ
う

な
制
度
設
計
を
考
え
て
い
る
。

補
助
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
現

在
調
整
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
よ
り
地
元
に
と
っ
て
、
有
利

な
補
助
制
度
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

消
防
団
第
４
分
団
第
４
部
上

三
谷
消
防
詰
所
整
備
事
業

問
外
壁
材
の
生
産
が
需
要

に
追
い
付
か
な
い
状
況

が
継
続
し
、
資
材
調
達
の
遅
延

に
よ
り
、
建
替
え
工
事
の
年
度

内
完
了
が
見
込
め
な
く
な
っ
た

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
消
防
車

両
の
保
管
場
所
と
な
る
代
替
詰

所
と
し
て
、
賃
料
を
毎
月
払
っ

て
別
の
倉
庫
を
借
り
て
い
る
た

め
、
工
期
延
期
に
伴
い
地
元
の

負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
。

　
今
回
の
事
案
も
含
め
、
責
任

の
所
在
が
地
元
に
な
い
場
合
、

費
用
負
担
に
関
し
て
は
、
今
後

も
同
様
の
取
扱
い
と
な
る
の
か
。

答
危
機
管
理
課

　
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
、
外
壁

材
が
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
業
者
の
責
任
に
で
き
な
い

部
分
も
あ
り
、
地
元
に
負
担
を

お
願
い
し
て
い
る
。　
　

　
今
後
は
、
地
元
の
負
担
も
踏

ま
え
た
上
で
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。

旧上三谷消防詰所



８８人人が市政を問うが市政を問う
　３月議会では、８人の議員が25問の一般質問を行い、活発な議論を展開しました。全質問項目
は下表をご覧ください。７ページから質問した議員ごとに１～２問の質問を要約してお伝えしま
す。なお、全文記録（議事録）は６月上旬に市ホームページ（http://www.city.iyo.lg.jp）の会議録
検索システムにて掲載しますのでご覧ください。

正岡 　　満　議員（Ｐ７） 1　市道下三谷楠木線で実施している監視カメラによる車両交通量の測定結果について
 2　郡中小学校正門前の市道改良について
 3　能登半島地震を顧みて思うこと
 4　新池（下吾川地区）の将来像について

日野　猛仁　議員（Ｐ８） 1　災害への備えについて
 2　企業誘致及び工業団地造成への進捗状況について

金澤　　功　議員（Ｐ９） 1　能登半島地震を受けての防災対策について
 2　建物及びブロック塀の下敷きによる命の危険性について
 3　避難行動要支援者（自力避難困難者）の個別避難計画策定等について

門田　裕一　議員（Ｐ10） 1　巨大地震への備えについて
 2　公民館に高齢者や障がい者の視点に立ち、エレベーターの設置などバリアフリー化を
 3　がん患者のアピアランス（外見）ケアについて
 4　日常生活用具給付等事業（制度）について　

平岡　清樹　議員（Ｐ11） 1　ウェルピア伊予の今後について
 2　セブン銀行との連携で市職員の負担軽減とスピード給付

森川　建司　議員（Ｐ12） 1　ライドシェアについて
 2　能登半島地震の教訓を市の防災施策に生かす
 3　誰一人取り残されない教育の実現を
 4　名古屋市教育委員会の金品授受問題について

大野　鎮司　議員（Ｐ13） 1　投票率アップについて
 2　防災・減災意識アップについて
 3　子育て支援のさらなる推進と子どもを守る支援について
 4　３万人が住み続けられる伊予市へ（自治会編）

田中慎之介　議員（Ｐ14） 1　放課後児童クラブの値上げについて
 2　全国学力調査の結果について

※通告順（発言順）に掲載しています。

一般質問

伊予市議会

きたはし議長

６月議会の日程は
５月初旬にホーム

ページで掲載予定です。
広報いよし６月号でも
お知らせします。

『色付きの質問』
は、次ページ以降に
掲載しています！
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問
郡
中
小
学
校
正
門
前

の
市
道
は
、
グ
リ
ー

ン
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
た
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
で
あ
る
。
当

然
、
数
多
く
の
子
ど
も
た
ち

や
教
職
員
の
行
き
交
う
場
所

で
あ
り
、
近
隣
住
民
も
多
く

利
用
さ
れ
て
い
る「
通
り
」で

あ
る
。

　
こ
の
市
道
は
、
両
端
に
水

路
が
あ
り
、
自
動
車
や
自
転

車
の
通
行
の
際
は
、
十
分
な

注
意
が
必
要
で
あ
る
。
以
前

か
ら「
水
路
に
落
ち
て
ケ
ガ
を

し
て
か
ら
で
は
遅
い
」と
住
民

も
心
配
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
郡
中
小
学
校
は
災

害
時
の
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
整
備

は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
早

急
に
対
応
を
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
子
ど
も
や
市

民
が
安
心
・
安
全
に
通
行
で

き
る「
通
り
」に
す
べ
き
と
の

思
い
か
ら
、
２
点
を
問
う
。

①
地
域
住
民
の
要
望
事
項
で

あ
る
市
道
沿
い
の
水
路
に
蓋

を
設
置
し
、
歩
行
者
・
自
転

車
転
落
防
止
及
び
車
両
通
行

危
険
防
止
対
策
を
。

②
今
後
の
予
定
は
。

答
①
本
市
で
は
、ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
の
路
面
標

示
、
交
差
点
部
分
の
カ
ラ
ー

舗
装
や
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
を

設
置
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と

か
ら
対
応
し
て
い
る
。

　

既
設
水
路
擁よ

う
へ
き壁
が
小
学
校

の
外
構
フ
ェ
ン
ス
基
礎
を
兼
ね

て
い
る
こ
と
か
ら
、
蓋
を
設
置

す
る
こ
と
は
構
造
上
困
難
で

あ
る
。
ま
た
、
歩
行
者
等
の

転
落
防
止
対
策
と
し
て
柵
を

設
置
す
れ
ば
道
路
幅
員
が
狭

く
な
る
な
ど
、
あ
ま
り
効
果

が
見
込
め
な
い
た
め
、
今
後
、

既
設
水
路
を
暗
渠
化
す
る
な

ど
、
他
の
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

②
次
年
度
以
降
、
学
校
及
び

地
元
関
係
者
と
施
工
方
法
や

時
期
等
の
協
議
を
進
め
る
と

と
も
に
、
国
庫
補
助
や
起
債

の
活
用
な
ど
財
源
確
保
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
新
池
は
、
上
吾
川
地

区
に
あ
る
市
ノ
坪
池

及
び
伊
豫
岡
八
幡
池
の
堤
体

改
修
に
よ
り
、
土
捨
て
場
と

し
て
利
用
さ
れ
廃
止
に
な
っ

た
た
め
池
で
あ
り
、
そ
の
所

有
者
は
下
吾
川
１
区
で
あ
る
。

　
現
在
、
市
ノ
坪
池
の
改
修

工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
完

了
後
は
、
伊
豫
岡
八
幡
池
の

工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
２
つ
の
池
の
改
修

が
順
調
に
進
む
と
、
７
、８
年

後
に
は
土
捨
て
場
と
し
て
の

埋
め
立
て
が
終
わ
る
こ
と
に

な
る
。
埋
め
立
て
た
あ
と
の

７
５
０
０
㎡
余
り
の
広
い
土

地
を
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る

の
が
最
良
な
の
か
、
今
か
ら

検
討
し
て
お
く
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
２
点
を
問
う
。

①
今
後
、
ど
の
よ
う
に
検
討

し
て
い
く
予
定
な
の
か
。

②
防
災
公
園
だ
と
予
算
は
ど

の
く
ら
い
か
か
る
の
か
。
ま

た
、
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
有

効
利
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

①
地
元
の
皆
様
に
と
っ
て
よ

り
良
い
施
設
と
す
る
た
め
、

た
め
池
改
修
工
事
と
並
行
し
、

地
域
関
係
者
の
意
向
を
踏
ま

え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

②
現
時
点
で
整
備
内
容
等
が

定
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

事
業
費
の
把
握
は
で
き
な
い

が
、
参
考
と
し
て
令
和
４
年

10
月
に
供
用
を
開
始
し
た
小

林
池
公
園
の
事
業
費
は
約

１
億
３
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

そ
の
他
の
有
効
利
用
方
法

と
し
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
の
た
め
の
発
電

施
設
整
備
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
を
図
る
た
め

の
広
場
整
備
が
あ
る
。
ま
た
、

防
災
関
連
の
交
付
金
が
活
用

で
き
る
可
能
性
の
あ
る
事
業

と
し
て
、
危
険
な
市
街
地
の

防
災
性
向
上
が
図
れ
る
避
難

場
所
の
整
備
を
行
う
こ
と
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

答
①
地
域
関
係
者
の
意
向
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

正
岡　
　
満　
議
員

郡中小学校正門前の市道

水路に蓋を設置するなど安全対策を！
（答弁）既設水路を暗

あんきょ

渠（※）化するなど、
　　　他の方法を検討していきたい

録画映像
はコチラ

新
池（
下
吾
川
地
区
）
の

将
来
像
に
つ
い
て

まずは所有者であ
る下吾川１区の意
向が大事ですが、
市と十分協議の上、
有効利用されれば
と願っております。

まさおか議員の
「もう一言！」

（※暗渠）地下に埋設したり、蓋をかけたりした水路のこと
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問
企
業
誘
致
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
３
月

定
例
会
で
質
問
し
た
際
の
答

弁
で
は
、
進
出
企
業
の
需
要

を
把
握
す
る
た
め
、
四
国
内

に
事
業
所
を
置
く
１
０
０
０

社
程
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
う
予
定
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
事
業
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
地
権
者

が
多
数
に
わ
た
る
こ
と
及
び

当
該
地
域
が
市
街
化
調
整
区

域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
規

模
な
農
地
転
用
に
係
る
協
議

の
長
期
化
、
庁
内
の
体
制
の

確
保
な
ど
、
課
題
は
あ
る
と

の
見
解
か
ら
、
事
業
を
慎
重

に
進
め
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
周
辺
市
町
の
動
向

が
注
目
さ
れ
て
い
る
だ
け

に
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
が
、
企
業
誘
致
の

需
要
の
分
析
や
今
後
の
方
針

は
。答

伊
予
イ
ン
タ
ー
周
辺

へ
の
企
業
進
出
の
可

能
性
や
用
地
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
た
め
、
昨
年
10
月
に

四
国
内
の
製
造
業
・
運
輸
業

の
企
業
１
０
０
０
社
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
そ
の
う
ち
１
４
８

社
か
ら
回
答
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
回
答
で
は
、「
伊
予

イ
ン
タ
ー
周
辺
地
区
の
用
地

情
報
の
提
供
を
希
望
す
る
」

企
業
が
22
社
で
、
要
望
す
る

面
積
を
集
計
す
る
と
約
22
㌶

と
い
う
結
果
を
得
た
こ
と
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
で
の
企

業
用
地
の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
が

把
握
で
き
た
。
今
後
も
要
望

の
あ
っ
た
企
業
を
対
象
に
情

報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

問
工
業
団
地
造
成
へ
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
い

て
、
規
模
や
需
要
の
分
析
を

進
め
て
い
る
の
か
。

答
先
月
の
２
月
１
日
に

地
元
区
長
を
は
じ

め
、
地
権
者
を
含
む
11
名
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
説
明
会

を
実
施
し
た
。
令
和
６
年
度

は
、
産
業
系
土
地
利
用
の
基

本
計
画
策
定
業
務
を
当
初
予

算
に
提
案
し
て
お
り
、
地
権

者
全
体
へ
の
説
明
会
を
開
始

し
て
、
事
業
へ
の
合
意
形
成

を
図
る
と
と
も
に
、
県
の
担

当
部
局
と
の
協
議
も
開
始
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問
能
登
半
島
地
震
で
は

家
屋
倒
壊
や
土
砂
災

害
、
津
波
な
ど
で
死
者
が

２
０
０
人
を
超
え
る
な
ど
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

こ
の
震
災
で
学
ん
だ
悲
し
い

現
状
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

次
世
代
へ
生
か
し
て
い
く
こ

と
が
、
今
で
き
る
使
命
だ
と

強
く
感
じ
て
い
る
。
被
災
地

で
は
仮
設
ト
イ
レ
の
設
置
が

進
ん
で
い
る
が
、
断
水
が
続

き
、
避
難
所
や
自
宅
な
ど
で

は
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
な
い

と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。

　

避
難
所
で
も
活
用
で
き

る
ト
イ
レ
カ
ー
や
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ラ
ー
の
導
入
を
目
指
す

動
き
が
、
県
内
の
自
治
体
で

相
次
い
で
い
る
こ
と
か
ら
、

本
市
に
お
い
て
も
導
入
を
検

討
し
て
は
。

　

ト
イ
レ
カ
ー
等
の
有
用
性

は
十
分
認
識
し
て
い
る
が
、

導
入
に
は
多
額
の
予
算
が
必

要
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
衛

生
管
理
や
車
検
、
保
険
料
等

の
維
持
管
理
費
用
も
発
生
す

る
た
め
、
平
時
の
有
効
活
用

が
課
題
の
一
つ
と
認
識
し
て
い

る
。
直
ち
に
導
入
す
る
予
定

は
な
い
が
、
既
に
配
備
し
て
い

る
自
治
体
へ
の
聞
き
取
り
な

ど
調
査
・
研
究
を
行
い
た
い
。

日
野　
猛
仁　
議
員

　  企業誘致、工業団地造成

現在の進捗状況は？
（答弁）企業用地のニーズの高さを
         把握できたことから今後も
         要望企業に情報提供していきたい

災
害
へ
の
備
え

録画映像
はコチラ

答
直
ち
に
導
入
す
る
予
定
は
な
い

が
調
査
・
研
究
を
行
い
た
い
。

ひの議員の「もう一言！」

県内の自治体では四国中央
市、新居浜市、八幡浜市、
宇和島市、大洲市の５市が
トイレカーやトイレトレー
ラーを所有し、全国の自治
体でも導入する動きが多数
あります。国の緊急減災・
防災事業債の活用や、ふる
さと納税が充当できる仕組
みでもあることから、ぜひ
前向きに検討していただき
たいです。
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耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
及
び

避
難
シ
ェ
ル
タ
ー

問
能
登
半
島
地
震
の
発  

災
後
、
七
尾
市
で
震

災
ご
み
の
片
付
け
作
業
を
し

て
い
た
男
性
が
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
下
敷
き
に
な
り
、
亡
く

な
る
事
故
が
発
生
し
た
。
本

市
に
お
い
て
は
、
大
阪
北
部

地
震
の
発
災
時
に
、
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
倒
壊
し
て
女
児
が
亡

く
な
っ
た
あ
と
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
安
全
対
策
工
事
に
要
す

る
経
費
に
対
し
て
補
助
制
度

を
設
置
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

撤
去
促
進
を
図
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、

い
ま
だ
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
促
進
ど
こ
ろ
か
、
危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
新
規
設
置
が

市
内
で
散
見
さ
れ
る
。
い
く

ら
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
撤

去
し
て
も
、
新
規
で
危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
設
置
さ
れ
れ

ば
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対

策
工
事
補
助
事
業
の
効
果
が

全
く
な
い
と
言
わ
れ
て
も
仕

方
が
な
い
。
建
築
基
準
法
に

則
し
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
新
規
設
置
防
止
の
具
体
的

対
策
と
違
反
者
等
へ
の
罰
則

規
定
及
び
罰
則
適
用
実
績

は
。

答
建
築
基
準
法
に
則
し

て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク

塀
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、
本

市
は
特
定
行
政
庁
で
は
な
く

指
導
権
限
が
な
い
た
め
、
違

反
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を

発
見
し
た
と
き
な
ど
に
は
、

県
の
建
築
主
事
と
協
力
し
て

対
応
し
て
い
る
。

　

罰
則
に
つ
い
て
は
、
建
築

基
準
法
第
99
条
の
１
年
以
下

の
懲
役
又
は
１
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
が
適
用
さ
れ
、
県

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
実
績

は
ゼ
ロ
件
で
あ
る
。

問
能
登
半
島
地
震
で

は
、
多
く
の
木
造
家

屋
が
倒
壊
し
、
大
勢
の
方
が

建
物
の
下
敷
き
と
な
っ
た
。

　
建
物
が
倒
壊
し
て
も
下
敷

き
と
な
ら
な
い
方
法
と
し
て
、

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
が
あ
る
。

建
物
の
耐
震
改
修
工
事
の
費

用
と
比
較
し
て
、
と
て
も
安

価
で
住
民
の
命
を
守
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。
本
市
に
お

い
て
も
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

の
費
用
対
効
果
の
高
さ
を
認

め
、「
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修

工
事
の
費
用
補
助
制
度
」の
中

に
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

工
事
に
対
し
て
の
補
助
制
度

を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
補

助
制
度
は
と
て
も
良
い
取
組

だ
と
思
う
が
、
制
度
は
あ
っ

て
も
利
用
が
な
け
れ
ば
、
無

に
等
し
い
。
こ
の
制
度
の
周

知
方
法
及
び
制
度
設
置
以
降

の
各
年
度
の
利
用
件
数
は
。

　

毎
年
５
月
に
耐
震
シ
ェ
ル

タ
ー
設
置
を
含
め
た
木
造
住

宅
耐
震
補
助
事
業
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
全
戸
配
布
す
る
と

と
も
に
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
、
周
知
に
努

め
て
い
る
。
令
和
２
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
る
耐
震
シ
ェ

ル
タ
ー
設
置
の
補
助
申
請

は
、
ま
ず
、
耐
震
診
断
を
実

施
後
、
耐
震
性
能
に
問
題
が

あ
っ
た
場
合
に
補
助
の
対
象

と
な
る
も
の
で
、
現
在
、
２

件
の
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い

る
が
、
補
助
の
実
績
は
な
い
。

問
以
前
、
発
災
時
に
伊

方
原
発
か
ら
避
難
す

る
場
合
、
バ
ス
等
の
車
両
を

利
用
し
て
の
圏
外
避
難
よ
り

避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
の

ほ
う
が
、
実
効
性
が
あ
る
の

で
は
と
主
張
し
た
。
多
く
の

想
定
避
難
路
が
通
行
不
可
と

な
っ
た
今
回
の
能
登
半
島
地

震
の
結
果
を
受
け
、
市
民
の

命
を
守
る
た
め
に
安
心
で
安

全
な
実
効
性
の
あ
る
避
難

シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
の
研
究
・

検
討
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

避
難
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
の

研
究
・
検
討
の
予
定
は
な
い

が
、
原
子
力
災
害
対
策
指
針

の
見
直
し
を
は
じ
め
、
国
・

県
の
各
種
計
画
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。

金
澤　
　
功　
議
員

（答弁）県に確認したところ実績は
　　　ゼロ件である

録画映像
はコチラ

答
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
し

て
い
る
が
、
実
績
は
な
い
。

答
設
置
の
研
究
・
検
討
の

予
定
は
な
い
。

かなざわ議員の「もう一言！」

南海トラフ巨大地震がいつ起きてもお
かしくないと言われている中、避難シェ
ルターの設置の研究や検討さえしない
ことは、市長の今議会冒頭の所信表明
である「できることは全てやる」との決意
に反するのでは。市長がやりたいことは、
事業計画や費用対効果の検証がなくて

も、多額の予算が計上される
のに。大きな矛盾を感じてし
まうのは、私だけでしょうか。

危険なブロック塀の撤去促進について

違反者等への罰則規定適用実績は？

いよ議会だより　令和６年 春号9
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問
市
内
の
多
く
の
公
民

館
は
長
寿
命
化
改
良

工
事
を
実
施
し
、
市
民
の

方
々
に
よ
り
親
し
ま
れ
、
安

心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
活

動
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　
上
野
地
区
公
民
館
に
つ
い

て
は
、
南
伊
予
地
域
の
中
心

拠
点
で
あ
り
、
主
な
会
合
は

３
階
の
大
会
議
室
で
行
わ
れ

て
い
る
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が

な
い
た
め
、
息
を
切
ら
し
な

が
ら
階
段
を
上
が
っ
て
い
く

高
齢
者
が
多
く
、
地
元
住
民

か
ら
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
要
望
の
声
が
多
い
。

　
３
階
建
て
以
上
の
公
民
館

に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
推
進
し
て
は
。

答
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
利

便
性
や
機
能
の
向
上

に
直
結
す
る
効
果
的
な
設
備

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

し
か
し
、
多
額
の
改
修
費
用

と
維
持
管
理
費
が
必
要
と
な

る
こ
と
か
ら
、
社
会
教
育
施

設
の
機
能
強
化
と
い
う
視
点

だ
け
で
は
大
規
模
な
改
修
は

困
難
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で

交
付
金
や
民
間
資
金
の
活

用
、
他
の
公
共
施
設
と
の
複

合
化
、
併
せ
て
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
促
進
を
前
提
と
し

た
場
合
、
住
民
参
加
型
の
管

理
運
営
手
法
を
導
入
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
地
域
住
民
の
主

体
的
か
つ
個
性
的
な
活
動
を

支
え
る
交
流
拠
点
と
し
て
再

整
備
す
る
こ
と
も
実
現
可
能

で
あ
る
と
考
え
る
。

問
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法

に
お
け
る
公
民
館
の

未
来
と
防
災
に
お
け
る
考
え

方
は
。

　

建
築
物
の
構
造
及
び
設
備

を
改
善
す
る
た
め
の
措
置
を

講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
等
の
施
設
の

利
用
上
の
利
便
性
と
安
全
性

の
向
上
を
図
る
と
い
う
新
法

の
理
念
や
目
的
は
十
分
に
理

解
し
て
い
る
。
公
民
館
は
、

社
会
教
育
の
拠
点
で
あ
る
と

同
時
に
有
事
の
際
、
避
難
所

と
し
て
も
活
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
な
施
設
で
あ

る
た
め
、
適
正
な
改
修
、
効

率
的
な
運
用
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
可
能
な
限
り
維
持
・

存
続
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
災
害
で
後
回
し
に
さ

れ
が
ち
な
ト
イ
レ
で

あ
る
が
、
ト
イ
レ
か
ら
防
災

に
つ
い
て
考
え
る
と
災
害
へ

の
正
し
い
備
え
が
見
え
て
く

る
。
専
門
家
が
書
い
た「
ト

イ
レ
か
ら
始
め
る
防
災
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
」
を
購
入
し
、
健

康
と
生
活
を
守
る
た
め
の
情

報
を
知
り
、
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。
身
近
な
人
や
地
域

で
災
害
時
の
ト
イ
レ
に
つ
い

て
話
し
合
え
る
よ
う
、
災
害

時
ト
イ
レ
衛
生
管
理
講
習
会

を
実
施
し
て
は
。

　

災
害
時
の
ト
イ
レ
対
策
に

つ
い
て
は
、
避
難
者
の
健
康

と
生
活
を
守
る
た
め
に
、
重

要
か
つ
優
先
度
の
高
い「
備

え
」
で
あ
り
、
今
回
の
能
登

半
島
地
震
に
お
い
て
、
そ
の

重
要
性
を
再
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ご
提
案
の
ト
イ

レ
問
題
を
起
点
に
、
地
域
で

防
災
に
関
す
る
議
論
が
深
ま

る
こ
と
は
大
変
有
意
義
な
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
市

総
合
防
災
訓
練
や
出
前
講
座

等
に
お
い
て
、
簡
易
ト
イ
レ

の
組
立
方
法
や
携
帯
ト
イ
レ

凝
固
剤
の
使
用
方
法
な
ど
、

ト
イ
レ
対
策
の
啓
発
に
努
め

て
き
た
。

　

災
害
時
ト
イ
レ
衛
生
管
理

講
習
会
は
、
避
難
所
や
事
業

所
等
で
ト
イ
レ
衛
生
対
策
の

実
践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得

で
き
る
講
習
会
の
よ
う
で
あ

り
、
ま
ず
は
、
市
職
員
の
受

講
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

門
田　
裕
一　
議
員

（答弁）社会教育施設の機能強化という視点だけ
　　　では大規模な改修は困難である

答
ま
ず
は
、
市
職
員
の
受
講

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

学校や公民館などの公共
施設は災害時には避難所
となり、多くの人が共に
生活する場となるため、
災害時を想定したトイレ
整備が求められていま
す。女性、高齢者、障が
い者等の視点でトイレの
あり方を考えることが大
切です。

かどた議員の「もう一言！」

録画映像
はコチラ

 上野地区公民館のバリアフリー化

エレベーターの設置を！

ト
イ
レ
か
ら
始
め
る
防
災

答
可
能
な
限
り
維
持
・
存

続
を
図
り
た
い
。
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問
国
等
か
ら
市
民
へ

様
々
な
給
付
金
が
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
口
座
振

込
に
よ
る
受
け
取
り
か
ら
、

セ
ブ
ン
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
受
取

サ
ー
ビ
ス
の
提
案
を
し
た
い
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
も
と
も

と
、
イ
ベ
ン
ト
や
ラ
イ
ブ
な

ど
の
チ
ケ
ッ
ト
の
返
金
、
企

業
が
行
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
の
送
金
に
使
わ
れ
て
お
り
、

利
用
料
は
月
額
１
万
円
、
１

件
当
た
り
１
５
０
円
で
委
託

料
な
ど
も
発
生
し
な
い
。
送

金
を
早
く
確
実
に
実
施
で
き

る
こ
と
に
加
え
て
、
圧
倒
的

に
業
務
を
簡
略
化
す
る
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
市
で
例
え
る
と
、
市
の

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
知
ら
せ

を
送
り
、
対
象
者
が
自
ら
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
申
請
し
、
職
員
が

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
問
題
な

け
れ
ば
送
金
の
お
知
ら
せ
を

申
請
者
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
送
付

す
る
。
そ
の
お
知
ら
せ
を
受

け
た
申
請
者
が
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
行
っ
て
給

付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

現
時
点
で
問
題
な
の
は
、
市

の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
管

理
を
行
っ
て
い
る
Ｉ
Ｔ
企
業

と
セ
ブ
ン
銀
行
の
連
携
が
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る

が
、
今
後
、
セ
ブ
ン
銀
行
か

ら
は「
業
務
を
拡
大
す
る
意
味

で
も
連
携
企
業
を
増
や
す
」と

確
認
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
、
市
民
の
利
便
性
の

向
上
と
職
員
の
負
担
軽
減
を

踏
ま
え
る
と
、
導
入
す
る
デ

メ
リ
ッ
ト
は
少
な
い
よ
う
に

感
じ
る
た
め
、
前
向
き
に
検

討
し
て
は
。

答
本
市
の
給
付
金
は
特

定
公
的
給
付
事
業
の

た
め
、
多
く
の
給
付
金
に
お

い
て
市
が
有
す
る
各
種
情
報

の
利
用
に
よ
る
プ
ッ
シ
ュ
型

給
付
が
可
能
と
な
り
、
大
幅

な
事
務
の
低
減
と
支
給
の
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て

い
る
。
予
算
措
置
後
シ
ス
テ

ム
改
修
と
個
人
デ
ー
タ
処

理
、
要
綱
の
作
成
等
を
行
い
、

該
当
者
は
申
請
不
要
で
あ
る

こ
と
、
給
付
を
拒
否
す
る
場

合
は
届
出
が
必
要
な
こ
と
等

を
通
知
し
、
期
日
ま
で
に
連

絡
が
な
け
れ
ば
、
負
担
行
為

命
令
や
支
出
命
令
を
そ
れ
ぞ

れ
作
成
・
決
裁
後
に
給
付
し

て
い
る
。
申
請
受
理
か
ら
給

付
ま
で
の
期
間
は
お
お
む
ね

１
か
月
、
給
付
１
件
当
た
り

の
郵
便
代
・
振
込
料
は
２
５
０

円
で
あ
っ
た
。
ご
提
案
は
国

の
方
針
に
も
合
致
す
る
市
民

の
利
便
性
向
上
と
職
員
の
事

務
軽
減
に
有
効
な
施
策
と
認

識
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
そ
の
実
施
に
は
個
人
情

報
に
配
慮
し
た
電
子
申
請
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
や

強
固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
、
決
済
・
支
出
に
係
る
規

定
の
検
証
、
国
・
県
の
推
進

方
針
と
の
整
合
性
、
近
隣
市

町
と
の
協
働
等
に
お
い
て
、

本
市
と
し
て
総
合
的
な
研
究

が
必
要
で
あ
る
。

問
現
在
、
ウ
ェ
ル
ピ
ア 

伊
予
は
築
45
年
が
経

過
し
、
施
設
全
体
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
今
後
も
運

営
を
続
け
た
場
合
、
故
障
や

安
全
性
の
問
題
か
ら
修
繕
費

な
ど
が
加
算
さ
れ
、
多
額
の

税
金
を
投
入
す
る
よ
う
に
な

る
。
令
和
６
年
度
当
初
予
算

で
は
、
今
後
の
ウ
ェ
ル
ピ
ア

伊
予
の
利
活
用
を
調
査
す
る

た
め
に
、
約
７
０
０
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
過
去
５
年
間
の
ウ
ェ
ル
ピ

ア
伊
予
へ
投
入
し
た
市
費
と

利
益
剰
余
金
は
。

　

過
去
５
年
間
の
市
費
と
利

益
剰
余
金
は
左
表
の
と
お
り

で
あ
る
。
利
益
剰
余
金
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
令
和
２
年
度
以
降

の
納
入
は
な
か
っ
た
。

平
岡　
清
樹　
議
員

（答弁）総合的な研究が必要である 録画映像
はコチラ

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予
へ
投
入

し
た
市
費
と
利
益
剰
余
金

答
左
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

給付金の受取方法について

セブン銀行と連携しては？

ウェルピア伊予へ投入した市費と利益剰余金
年　度 投入した市費 利益剰余金

平成30年度 約6,032万円 約661万円
令和元年度 約3,820万円 約24万円
令和２年度 約1億2,750万円 なし
令和３年度 約1億450万円 なし
令和４年度 約8,509万円 なし
合　計 約4億1,561万円 約685万円
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問
本
市
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
と
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
に
よ
り
市
民
の

足
を
確
保
し
て
い
る
が
、
利

用
者
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。

一
人
当
た
り
の
公
費
負
担
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

２
２
０
０
円
、
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
は
６
４
０
０
円
で
あ

る
。
今
年
は
、
運
行
見
直
し

の
年
で
あ
り
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア（
※
１
）の
解
禁
元
年
で
も

あ
る
。
全
国
各
地
で
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
導
入
な
ど
待
っ
た

な
し
の
状
況
で
あ
る
。
本
市

も
今
こ
そ
、
市
が
主
導
的
に
、

地
域
交
通
を
持
続
可
能
な
制

度
に
す
べ
く
方
針
を
決
め
る

べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
４

点
を
問
う
。

（
※
１
）
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
と

は
、
一
般
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自

家
用
車
を
使
い
有
料
で
顧
客

を
送
迎
す
る
こ
と
。

①
現
在
ま
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
等
の
運
行
経
費
と

基
金
の
残
額
は
。

②
地
域
交
通
を
持
続
的
に
確

保
す
る
た
め
の
構
想
は
。　
　

③
南
伊
予
駅
～
え
ひ
め
森
林

公
園
～
ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予
の

交
通
確
保
で
観
光
需
要
を
。

④「
チ
ョ
イ
ソ
コ
お
の
く
め

（
※
２
）」の
導
入
を
。

答
①
平
成
27
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
ま
で
の

８
年
間
の
運
行
経
費
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
約

２
億
３
５
０
０
万
円
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
約
２
憶

２
１
０
０
万
円
の
合
計

４
億
５
６
０
０
万
円
で
あ
り
、

年
間
平
均
で
は
５
７
０
０
万

円
で
あ
る
。

　

地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
運
営
基
金
の
残
高
は
約

３
億
４
０
０
０
万
円
で
あ

る
。

②
伊
予
市
地
域
公
共
交
通
計

画
を
今
年
度
末
に
策
定
予
定

で
あ
り
、
今
後
は
計
画
に
基

づ
い
て
地
域
、
行
政
、
交
通

事
業
者
が
協
働
し
て
取
り
組

み
、
財
源
措
置
が
対
応
で
き

る
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
体
系
の
構
築
に
努
め
る
。

③
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
想
定
し
た
南
伊
予

地
区
お
も
て
な
し
ル
ー
ト
プ

ラ
ン
を
計
画
し
て
い
る
。
公

共
交
通
や
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
利
用
者

数
が
限
定
的
な
も
の
と
推
測

さ
れ
る
た
め
、
現
時
点
で
の

実
現
は
困
難
で
あ
る
。

④
導
入
す
る
た
め
に
は
、
ま

ず
民
間
事
業
者
と
地
域
住
民

が
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
事
業
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
行
政
も
連
携

し
、
関
係
各
所
と
協
議
し
て

い
き
た
い
。

問
会
派
の
研
修
で
埼
玉

県
戸
田
市
を
訪
問
し

た
。「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な

い
教
育
の
実
現
」
を
目
指
す

取
組
は
大
変
参
考
に
な
り
、

本
市
に
も
生
か
せ
な
い
か
と

思
い
、
２
点
を
提
案
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
戸
田
型
校
内
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム「
ぱ
れ
っ
と
ル
ー
ム
」

の
導
入
を
。

②
多
様
な
学
び
を
提
供
す
る

た
め
に
産
官
学
と
の
連
携
や

応
援
基
金
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
は
。

①
市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、

自
教
室
へ
の
登
校
が
困
難
な

児
童
・
生
徒
約
50
人
が
自
教

室
以
外
で
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
る
。
先
進
事
例
を
参
考

に
導
入
も
視
野
に
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

②
戸
田
市
に
お
い
て
は
、
学

校
の
や
っ
て
み
た
い
事
業
提

案
に
対
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
実
現
さ
せ
る

事
業
を
行
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
大
変
す
ば
ら
し
い
取

組
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
所
管
課
と
協
議
し
な
が
ら

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い
。

森
川　
建
司　
議
員

（答弁）関係各所と協議していきたい 録画映像
はコチラ

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な

い
教
育
の
実
現
を

答
①
導
入
も
視
野
に
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

地域公共交通システム

「チョイソコおのくめ」を導入しては？

（※２）「チョイソコおのくめ」とは、松
山市の小野・久米地区で民間事業者が
運行しているデマンド型交通であり、
以下のような特徴があります。
①自宅前で乗降可能なドアツードア型
②月額3,500円乗り放題制
③行政予算ゼロの独立採算制
効果：心も体も元気に。医療・介護費
用の節減、消費拡大、幸福感アップ等。

もりかわ議員の「もう一言！」



いよ議会だより　令和６年 春号13

問
来
年
は
市
長
・
市
議

会
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
る
が
、 

残
念

な
が
ら
前
回
の
選
挙
は
過
去

最
低
の
投
票
率
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
投
票
率
ア
ッ
プ

の
た
め
、
女
性
議
会
の
開
催

や
、
分
か
り
や
す
く
親
し
み

や
す
い
議
会
だ
よ
り
の
発
行

に
努
め
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
な

か
っ
た
議
会
報
告
会
に
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
方
式
な
ど
取
り

入
れ
、
市
議
会
を
も
っ
と
身

近
な
も
の
に
な
る
よ
う
創
意

工
夫
を
し
て
き
た
。
ま
た
、

市
と
し
て
も
今
回
、
新
し
く

選
挙
公
報
を
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。

　
令
和
４
年
６
月
議
会
で
親

子
連
れ
投
票
啓
発
チ
ラ
シ
に

つ
い
て
提
案
し
た
際
、「
子
育

て
中
の
若
い
世
代
と
と
も
に

将
来
の
有
権
者
で
あ
る
子
ど

も
た
ち
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
と
し
て
大
変
効
果
的
な
も

の
で
あ
る
た
め
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
啓
発
に

努
め
る
」
と
の
答
弁
だ
っ
た

が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

答
親
子
連
れ
投
票
啓
発

チ
ラ
シ
の
配
布
に
つ

い
て
は
、
大
変
効
果
的
な
取

組
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

現
在
、
次
期
市
長
・
市
議
会

議
員
選
挙
に
お
け
る
実
施
に

向
け
、
教
育
委
員
会
事
務
局

な
ど
と
の
調
整
を
終
え
、
チ

ラ
シ
の
原
稿
に
つ
い
て
も
、

日
付
欄
以
外
は
お
お
む
ね
完

成
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

チ
ラ
シ
の
具
体
的
な
配
布

時
期
は
、
広
報
紙
な
ど
の
掲

載
時
期
と
合
わ
せ
令
和
７
年

３
月
頃
、
配
布
先
は
市
内
小

中
学
校
を
予
定
し
て
お
り
、

加
え
て
各
公
民
館
や
関
連
施

設
へ
の
設
置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
チ
ラ
シ
掲

載
な
ど
、
広
く
周
知
・
啓
発

し
て
い
き
た
い
。

問
高
齢
化
が
進
ん
で
い

く
中
で
、
自
治
会
の

役
員
と
な
る
方
が
減
っ
て
き

て
い
る
。
広
報
区
長
な
ど
は

日
中
に
出
な
い
と
い
け
な
い

こ
と
も
あ
り
、
現
役
世
代
で

は
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
多

い
。
こ
の
ま
ま
だ
と
一
人
で

何
役
も
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
っ
た
場
合
、
自
治
会

を
退
会
す
る
人
も
増
え
る
の

で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

　
広
報
区
長
の
役
割
の
見
直

し
や
市
と
し
て
伴
走
的
に
支

援
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
自
治

会
へ
の
加
入
や
役
員
へ
の
な

り
手
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
課
題
は
顕
著
化
さ
れ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
れ
も
、
少
子
高
齢
化
、

生
活
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、

役
員
の
輪
番
制
な
ど
、
多
く

の
要
因
が
絡
み
あ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

　

広
報
区
長
協
議
会
か
ら
業

務
量
削
減
の
要
望
が
あ
り
、

業
務
依
頼
内
容
を
今
一
度
精

査
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度

に
全
課
を
対
象
と
し
た
調
査

を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

一
部
の
依
頼
業
務
に
つ
い
て

は
、
広
報
区
長
の
代
理
人
で

対
応
可
能
と
し
た
。
ま
た
、

全
広
報
区
長
を
対
象
に
会
議

の
開
催
日
程
の
希
望
や
業
務

内
容
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
調
査
結

果
を
広
報
区
長
と
全
課
へ
周

知
し
、
課
題
認
識
の
共
有
を

図
る
と
と
も
に
、
今
後
の
業

務
内
容
の
さ
ら
な
る
改
善
に

努
め
て
い
る
。

大
野　
鎮
司　
議
員

（答弁）おおむね完成している
　　　状況である

３
万
人
が
住
み
続
け
ら
れ

る
伊
予
市
へ（
自
治
会
編
）

答
業
務
内
容
の
さ
ら
な
る

改
善
に
努
め
て
い
る
。

伊予市が元気に生き生き
と楽しいまちになるには、
各地域、各自治会が元気
であることが大事だと思
います。元気で楽しいと
ころには人も集まります。
時代が変わればそこにい
る人たちの年代、人数も
変わります。無理して続
けていくのではなく、時代、
地域に合わせて変化させ
ていくことが大切です。

おおの議員の「もう一言！」

 投票率アップについて

親子連れ投票啓発チラシの進捗は？
録画映像
はコチラ

親
子
連
れ
投
票
啓
発
チ
ラ
シ
の

イ
メ
ー
ジ
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問
唐
突
な
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
保
護
者
負
担

金
の
値
上
げ
の
通
知
が
福
祉

事
務
所
長
の
名
で
届
き
、
子

育
て
世
帯
の
保
護
者
は
驚
い

て
い
る
。
通
知
の
内
容
は
、

令
和
６
年
度
中
の
料
金
改
定

を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。
子
育
て
世
帯
に
対

し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
預

け
て
仕
事
に
打
ち
込
め
る
環

境
整
備
は
、
未
来
に
つ
な
が

る
大
切
な
施
策
で
あ
る
こ
と

は
、
誰
も
が
理
解
し
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
本
市
の
子
育

て
世
帯
、
何
よ
り
次
代
の
子

ど
も
た
ち
に
対
す
る
市
の
姿

勢
に
つ
い
て
改
め
て
問
う
。

　
保
護
者
負
担
金
に
つ
い
て

は
、
業
者
と
令
和
８
年
度
ま

で
の
契
約
で
３
０
０
０
円
と

仕
様
書
に
明
記
さ
れ
て
お

り
、「
市
の
承
諾
な
し
に
は

変
更
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。
値

上
げ
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

市
が
承
諾
し
た
と
い
う
こ
と

だ
が
、
ど
う
い
う
経
緯
で
値

上
げ
と
い
う
判
断
に
至
っ
た

の
か
。

答
図
書
や
教
材
、
お
や

つ
等
の
直
接
費
は
、

利
用
児
童
に
直
接
還
元
さ
れ

る
こ
と
や
、
利
用
し
な
い
家

庭
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
以

前
よ
り
保
護
者
負
担
金
に
よ

り
賄
わ
れ
て
い
る
。
今
回
、

改
定
を
検
討
し
て
い
る
こ
の

直
接
費
に
つ
い
て
は
、
サ
ー

ビ
ス
内
容
に
地
域
格
差
が
あ

る
こ
と
や
、
昨
今
の
物
価
高

騰
を
受
け
赤
字
に
な
っ
て
い

る
こ
と
等
、
委
託
契
約
に
定

め
の
な
い
企
業
努
力
に
よ
る

負
担
の
問
題
が
顕
著
に
な
っ

て
き
た
。

　

本
市
の
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
を
長
期
的
か
つ
安
定
的
に

運
営
し
て
い
く
た
め
、
変
更

計
画
を
前
提
と
し
て
、
ま
ず

は
実
績
に
基
づ
く
保
護
者
負

担
金
改
定
の
可
能
性
に
つ
い

て
事
前
に
案
内
し
た
も
の
で

あ
る
。
な
お
、
保
護
者
負
担

金
の
改
定
は
市
の
決
定
事
項

で
あ
っ
た
も
の
の
具
体
的
な
金

額
や
時
期
等
は
未
定
で
あ
る
。

問
今
回
の
通
知
で
は
、

他
市
町
の
例
を
出
し

５
０
０
０
円
程
度
へ
の
値
上

げ
を
明
示
し
て
い
る
が
、
他

市
町
に
合
わ
せ
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
任

意
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
あ

り
、
利
用
料
金
を
他
市
町
と

合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
。
し

か
し
、
他
市
町
で
は
保
護
者

負
担
金
の
安
さ
を
謳う

た

う
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
が
あ
る
一
方

で
、
高
く
て
も
よ
り
魅
力
的

な
活
動
内
容
等「
質
」の
向
上

を
実
践
し
、
充
実
し
た
放
課

後
を
提
供
す
る
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
も
あ
る
。

　

今
回
の
お
知
ら
せ
で
は

「
改
定
し
た
場
合
で
も
、
近

隣
他
市
町
と
比
較
し
て
著
し

く
高
い
金
額
に
な
る
訳
で
は

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
お
知

ら
せ
す
る
意
図
で
利
用
料
を

明
示
し
た
。
そ
の
際
に
、
事

業
存
続
に
主
眼
を
置
き
保
護

者
負
担
金
の
改
定
の
み
を
提

示
し
た
こ
と
は
反
省
し
て
い

る
。

問
通
知
書
の
内
容
に「
以

上
の
内
容
を
受
け
て

辞
退
さ
れ
る
場
合
は
…
」と
あ

る
の
は
、
値
上
げ
に
反
対
な

ら
辞
退
し
て
仕
事
も
や
め
ろ

と
い
う
こ
と
に
も
受
け
取
れ

る
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
利
用

者
が
値
上
げ
に
同
意
し
て
い

る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
に

無
理
が
あ
る
の
で
は
。

　
お
知
ら
せ
の
意
図
は「
新
年

度
の
利
用
開
始
後
に
、
予
告

の
な
い
ま
ま
改
定
す
る
こ
と

は
最
も
避
け
る
べ
き
」と
い
う

思
い
か
ら
実
施
し
た
も
の
で
、

現
在
の
利
用
児
童
を
切
り
捨

て
る
意
図
は
一
切
な
か
っ
た
。

田
中　
慎
之
介
議
員

（答弁）物価高騰等による負担の問題が
　　　顕著になってきた

答
利
用
料
金
を
他
市
町
と

合
わ
せ
る
必
要
は
な
い
。

答
現
在
の
利
用
児
童
を
切
り
捨
て

る
意
図
は
一
切
な
か
っ
た
。

なぜ、市が承諾した値上げ
のお知らせを福祉事務所長
の名で出したのか。市は、
値上げに対して真正面から
向き合っていないと思われ
ても仕方がない。住民負担
を強いる大事な内容であれ
ば、市長名で出すべきでは。

たなか議員の「もう一言！」

放課後児童クラブの値上げ

なぜその判断に至ったのか？
録画映像
はコチラ
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議会報告会を開催しました！
議会報告会の詳細は
市ホームページに掲
載しています！

※ワールドカフェ方式とは、リラックス
した雰囲気の中、少人数のグループで自
由に対話し、全員の意見や知識を集める
ことのできる手法の一つです。

おおの議会改革
特別委員長

かわぐち議会改革
特別副委員長

議会改革特別委員会　報告

写真は南伊予地区（※ワールドカフェ方式）の様子。
中学生も積極的に参加してくれました。

各地区別のアンケート集計一覧表（対象者98名）

地区 項目 多い 現状
維持 少ない

郡中地区

議員定数 23％ 69％ 8％

議員報酬 0％ 50％ 50％

政務活動費 0％ 67％ 33％

南伊予地区

議員定数 16％ 74％ 10％

議員報酬 5％ 55％ 40％

政務活動費 0％ 70％ 30％

中山地区

議員定数 50％ 50％ 0％

議員報酬 0％ 90％ 10％

政務活動費 0％ 80％ 20％

地区 項目 多い 現状
維持 少ない

北山崎地区

議員定数 45％ 45％ 10％

議員報酬 0％ 25％ 75％

政務活動費 10％ 0％ 90％

南山崎地区

議員定数 33％ 67％ 0％

議員報酬 0％ 33％ 67％

政務活動費 13％ 50％ 37％

双海地区

議員定数 25％ 69％ 6％

議員報酬 0％ 42％ 58％

政務活動費 0％ 26％ 74％

議会報告会の参加者にアンケートを実施した結果、議員定数は
約６割が現状維持、議員報酬及び政務活動費は増額が現状維持
をやや上回る結果となった。

「市議会議員って？」を説明した後、「投票率を上げるに
は？」、「議員のなり手を増やすには？」について、ワー
ルドカフェ方式で６グループに分かれてトークした。投
票率を上げるためには、特典（ごみ袋など）を出す、議員
に興味を持ってもらうために、小・中・高校で出前授業
を実施したらいいという意見が出た。

中学生５人に加えて老若男女に参加いただいた。ワール
ドカフェ方式で４グループに分かれて、「議員のなり手
＆投票率ＵＰ大作戦」というテーマについてトークした。
中学生からは、小さい頃から議員を身近に感じてもらい、
知ってもらう活動を積極的に行うことが、将来の議員の
なり手につながるとの意見が出た。

「議員定数・議員報酬」、「小説　中山物語」、「秦皇山展
望台整備」などをテーマに意見交換会を実施した。議員
のなり手不足を解消するためには議員報酬の増額を検討
するのも一つとの意見があった。そのほか、国道56号
線（大平～中山区間）の路面状態の改善など市政に対する
様々な要望があった。

「IYO夢みらい館」前の広場の整備、部活動の地域移行、
議員定数、議員報酬などについて説明した後、ワールド
カフェ方式で３グループに分かれて、「議員のなり手不足
の原因及び解消策」について意見を出し合った。議員のな
り手を確保するには、政務活動費を増額し、議員の活動
内容を広く知ってもらう必要があるといった意見が出た。

みかんとコーヒーが用意された、和気あいあいとした雰
囲気の中で２グループに分かれて「議員のなり手不足の
解消」、「投票率ＵＰ」などについて意見を出し合った。
議員のなり手不足を解消するには、議員報酬や政務活動
費の増額、投票率ＵＰのためには、スーパーなど手軽に
投票できる環境づくりが必要といった意見が出た。

上灘地区・下灘地区ともに、「自動運転バスの運行」、「子
ども医療費助成」、「議員定数・議員報酬」の説明の後、
参加者から意見を求めた。両地区とも議員定数・議員報
酬に対する意見が多く、議員報酬は増額が現状維持をや
や上回る結果となった。また政務活動費については増額
を求める意見が圧倒的多数であった。

■議会からの報告■　令和６年能登半島地震災害義援金
伊予市議会では、能登半島地震の被災者支援に、昨年、産業建設委員会の委員が視察した石川県の
七尾市、珠洲市へそれぞれ10万円の義援金を送りました。

【日程】
令和６年１月28日（日）

【日程】
令和６年２月18日（日）

【日程】
令和６年２月６日（火）

【日程】
令和６年２月17日（土）

【日程】
令和６年２月18日（日）

【日程】
上灘：令和６年２月３日（土）
下灘：令和６年２月10日（土）

郡中地区

南伊予地区

中山地区

北山崎地区

南山崎地区

双海地区



　

県
下
に
数
校
し
か
な
い

技
術
部
。
去
年
の
秋
の
ロ

ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
８

チ
ー
ム
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

県
大
会
を
優
勝
・
準
優
勝
・

上
位
入
賞
を
果
た
し
、
４

チ
ー
ム
が
突
破
。
中
四
国

大
会（
岡
山
県
）
で
ベ
ス
ト

４
入
り
し
て
、
全
国
大
会

（
東
京
都
）に
出
場
。

　

４
月
１
日
に
次
年
度
の

ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

ル
ー
ル
が
決
定
す
る
ま
で

は
、
個
人
の
テ
ス
ト
マ
ッ

チ（
部
内
で
の
個
人
戦
）
に

向
け
て
、
各
自
の
ロ
ボ
ッ

ト
を
仕
上
げ
て
い
る
最
中

に
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

★
沖
田
キ
ャ
プ
テ
ン
に
聞
き

ま
し
た
！

●
部
活
の
目
標
は
？

　

毎
年
変
わ
る
ル
ー
ル
に

則の
っ
と

っ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

に
出
場
し
て
全
国
大
会
ま
で

勝
ち
残
る
こ
と
で
す
。

●
部
と
し
て
大
事
に
し
て
い

る
こ
と
は
？

　
限
ら
れ
た
部
品
や
材
料
を

使
う
た
め
、
大
事
に
使
う
こ

と
を
注
意
し
、
分
別
を
し
っ

か
り
行
う
こ
と
。
危
険
な
道

具
も
多
い
た
め
、
使
い
方
を

間
違
え
な
い
よ
う
気
を
つ
け

る
こ
と
で
す
。

●
チ
ー
ム
の
良
い
と
こ
ろ

は
？

　
部
員
一
人
ひ
と
り
が
違
っ

た
見
方
で
意
見
を
出
し
合

い
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
一

緒
に
考
え
、
時
に
は
ぶ
つ

か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
で
も
、
一
つ
の
目
標

に
向
か
っ
て
心
を
一
つ
に
し

よ
う
と
努
力
で
き
る
こ
と
で

す
。

●
自
分
自
身
の
目
標
は
？

　
松
山
工
業
高
校
に
進
学
し

て
、
機
械
に
つ
い
て
の
詳
し

い
勉
強
が
し
た
い
で
す
。

●
議
会
や
議
員
っ
て
知
っ
て

る
？

　
政
治
に
は
疎
い
の
で
、
よ

く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

●
唯
一
の
女
子
部
員（
松
野

姫
依
さ
ん
）
に
、
な
ぜ
技
術

部
に
入
っ
た
の
か
を
聞
い
て

み
ま
し
た
。

　
自
分
の
趣
味（
ド
リ
フ
ト
）

に
生
か
せ
る
と
思
っ
た
し
、

日
常
生
活
に
も
役
立
つ
と

思
っ
た
の
で
楽
し
い
で
す
。

きら
きら・部活

い～よい～よい～よ
第10回
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一人ひとりが黙々と
ロボット作りに取り
組む姿にワクワクし
ました。入部時には
顧問の先生との面接
試験があるそうです。

自由なイメージ
とそれを具現化
するための緻密
な作業。創意
工夫を凝らした
ロボットにたく
さん出会えまし
た。

★
顧
問(

上
岡
先
生)

か
ら
一
言
！

　

２
年
連
続
の
全
国
大
会

出
場
を
目
指
し
、
日
々
努

力
を
重
ね
ま
し
ょ
う
。

部員25人（男子24人・女子１人）活動日：平日は４日、土・日いずれか半日

港南中学校  港南中学校  技術部技術部

編集後記編集後記
たなか（慎）委員

かわぐち委員

　思えば１年前の今頃は、まだコロナ禍で自由に行動できる状態ではなかったことを考えると、
感慨深いものがありますね。年度も変わり新たなステージでの生活になった方も多いと思いま
す。自由に行動できることに感謝しつつ各々のフィールドで精いっぱい頑張りましょう！

議会広報調査特別委員会　〔委員長〕森川建司　〔副委員長〕田中慎之介
　　　　　　　　　　　　〔委　員〕金澤　功　正岡　満　吉久俊介　川口和代

全国大会に出場したメンバー（写
真右から、沖田キャプテン、亀岡
君、谷本君、髙田副キャプテン）

部活動の様子

よしひさ委員


